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四
年
に
一
度
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
こ

の
夏
、
イ
ギ
リ
ス
は
ロ
ン
ド
ン
の
地
で
開
催

さ
れ
た
。
三
十
回
を
迎
え
た
こ
の
大
会
に

は
、
二
百
四
の
国
と
地
域
か
ら
選
手
が
参
加

し
、
各
競
技
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
連
日
、

白
熱
す
る
戦
い
の
様
子
が
テ
レ
ビ
画
面
に

映
し
出
さ
れ
、
そ
の
前
で
は
、
現
場
さ
な
が

ら
の
声
援
が
送
ら
れ
た
。　
　
　
　
　

 
 

　

私
も
連
日
報
道
さ
れ
る
競
技
の
様
子
に

熱
狂
し
た
一
人
で
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
も
あ

っ
た
。
八
月
中
旬
、
宮
之
城
で
県
内
十
八
の

高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
集
ま

り
、
毎
年
恒
例
の
合
同
合
宿
を
行
っ
て
い

た
。
合
宿
最
終
日
の
前
夜
、
監
督
懇
親
会
会

場
の
テ
レ
ビ
に
は
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
三

位
決
定
戦
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
、
日
本
チ

ー
ム
の
ポ
イ
ン
ト
が
入
る
度
に
歓
声
が
上

が
っ
て
い
た
。
２
セ
ッ
ト
連
取
し
、
第
３
セ

ッ
ト
も
つ
い
に
マ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
。
こ
の

日
、
先
発
出
場
し
て
大
活
躍
し
た
鹿
児
島
県

出
身
の
迫
田
選
手
の
ス
パ
イ
ク
が
決
ま
っ

た
瞬
間
、
会
場
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
も
最
高
潮
に

達
し
た
。
全
員
で
万
歳
三
唱
。
端
か
ら
見
た

ら
滑
稽
に
思
え
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
み
ん

な
自
分
た
ち
の
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
だ
。

　

今
回
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お

い
て
、
日
本
選
手
団
は
史
上
最
多
の
三
十
八

個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
東
京
銀
座
で
は
祝

賀
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
。
紙
吹
雪
の
舞
う

中
、
メ
ダ
ル
を
胸
に
、
観
衆
へ
向
か
っ
て
誇

ら
し
げ
に
手
を
振
る
選
手
達
の
笑
顔
が
国

中
を
明
る
く
し
て
く
れ
た
。

 
 

ス
ポ
ー
ツ
に
は
不
思
議
な
力
が
あ
る
。
ひ

た
む
き
に
プ
レ
イ
す
る
選
手
の
姿
は
感
動

を
呼
び
、
人
々
に
夢
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ

る
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
心
を
動
か
さ
れ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
四
年
に
一
度
と
い
う
時

間
の
制
約
が
あ
る
が
故
、
そ
れ
に
懸
け
る
選

手
の
思
い
の
強
さ
に
、
ひ
と
き
わ
心
を
惹
き

付
け
ら
れ
る
。
ま
さ
に
「
乾
坤
一
擲
」
、
命
運

を
分
け
る
大
勝
負
に
挑
む
選
手
の
姿
に
、

人
々
は
自
分
や
、
時
に
は
自
分
の
人
生
ま
で

　

乾
坤
一
擲

を
も
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「
乾
坤
一
擲
」
こ
の
言
葉
に
触
れ
る
と
、

決
ま
っ
て
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。
こ
う

い
っ
た
紙
面
で
私
的
な
こ
と
を
語
る
の
は

少
々
は
ば
か
ら
れ
る
が
、
生
徒
諸
君
と
同

年
代
に
自
分
が
経
験
し
た
こ
と
を
通
し
て

何
か
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
思

い
、こ
う
し
て
書
く
こ
と
に
し
た
。

 
 

私
は
高
校
時
代
に
大
き
な
悔
い
を
残
し

て
き
た
。
高
校
一
年
生
の
時
の
県
総
体
剣

道
女
子
団
体
準
決
勝
の
こ
と
で
あ
る
。
小

学
二
年
生
か
ら
剣
道
を
始
め
た
私
は
、
高

校
で
も
早
々
に
入
部
し
、
毎
日
厳
し
い
稽

古
に
明
け
暮
れ
て
い
た
。
当
時
の
高
校
女

子
団
体
戦
の
チ
ー
ム
編
成
は
選
手
三
人
、

補
欠
一
人
と
な
っ
て
い
た
。
私
は
、
三
年
生

の
二
人
の
先
輩
と
共
に
選
手
と
し
て
出
場

し
た
。
予
選
を
順
調
に
勝
ち
上
が
り
、
準
決

勝
へ
進
出
し
た
。
先
鋒
（
一
番
手
）
の
先
輩

が
二
本
勝
ち
、
中
堅
（
二
番
手
）
の
先
輩
は

一
本
負
け
で
は
あ
っ
た
が
、
チ
ー
ム
と
し

て
の
取
得
本
数
は
こ
の
時
点
で
自
分
の
チ

ー
ム
が
一
本
上
回
っ
て
い
た
。
大
将
（
三
番

手
）
で
あ
る
私
が
勝
つ
か
引
き
分
け
れ
ば

チ
ー
ム
は
決
勝
へ
進
む
こ
と
が
で
き
る
。

相
手
チ
ー
ム
の
大
将
は
三
年
生
。
当
然
、
監

督
の
指
示
は
「
無
理
を
す
る
な
、
引
き
分
け

で
も
い
い
。
」で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
分
の

試
合
が
チ
ー
ム
の
命
運
を
握
る
と
い
う
重

圧
か
ら
私
の
動
き
は
堅
く
、
守
り
に
終
始

し
て
し
ま
っ
た
。
相
手
は
必
死
に
打
ち
込

ん
で
く
る
。
つ
い
に
一
本
を
取
ら
れ
、
そ
の

後
取
り
返
す
こ
と
が
で
き
ず
に
私
が
負

け
、
チ
ー
ム
は
決
勝
に
進
む
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
県
外
遠
征
や
練
習

試
合
を
重
ね
、
優
勝
を
目
指
し
て
い
た
だ

け
に
、
監
督
や
先
輩
方
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
争
い

を
し
た
同
級
生
に
た
だ
た
だ
申
し
訳
な

く
、
自
分
の
弱
さ
を
悔
い
た
。
以
後
、
高
校

を
卒
業
す
る
ま
で
、
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に

巡
り
遇
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

 
 

大
学
へ
進
学
し
、
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
た
。

高
校
時
代
に
果
た
せ
な
か
っ
た
全
国
の
舞

台
に
個
人
戦
で
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
度
目
は
一
年
生
の
時
で
あ
っ
た
が
、

桜
島
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

三
年
生
を
激
励
す
る
会

東
京
大
学
総
長
講
演
会

　

11

月

４

日
（
日
）
、

東
京
大
学
総
長
の
濱
田

純
一
先
生
が
、
「
日
本

の
課
題
」
と
い
う
演
題

で
講
演
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
。

　

濱
田
先
生
は
、
「
東

大
の
教
育
の
特
色
」
、

「
今
の
日
本
の
課
題
」

に
つ
い
て
、
熱
い
思
い

を
語
っ
て
く
だ
さ
っ

た
。
そ
の
中
で
、
「
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
、
よ
り

タ
フ
に
」
生
き
る
力
の
重
要
性
、
物
事
に
対
し

て
柔
軟
な
発
想
を
持
ち
、
知
識
を
発
揮
す
る
こ

と
の
で
き
る
力
を
つ
け
、
社
会
を
発
展
さ
せ
る

力
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
力
説
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
高
校
時
代
に
正
解
を
求
め
て
勉
強
す
る

こ
と
の
大
切
さ
と
、
東
大
に
は
地
方
の
学
生
、

特
に
地
方
の
女
子
学
生
に
も
っ
と
入
っ
て
き
て

ほ
し
い
と
力
強
く
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
さ
ら

に
講
演
後
の
質
疑
応
答
で
も
、
本
校
生
の
様
々

な
質
問
の
一
つ
一
つ
に
熱
く
答
え
て
く
だ
さ
り
、

士
気
が
高
揚
し
た
生
徒
た
ち
は
、
興
奮
冷
め
や

ら
ぬ
面
持
ち
で
会
場
を
後
に
し
た
。

　

日
本
武
道
館
の
大
き
さ
と
そ
の
雰
囲
気
に
完

全
に
飲
み
込
ま
れ
、
自
分
の
小
さ
さ
、
弱
さ
を

思
い
知
ら
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
全
く
勝
て
な
く

な
り
、
自
分
を
見
失
い
か
け
て
い
た
と
き
、
周

り
の
先
輩
方
や
同
級
生
が
厳
し
く
も
温
か
く

支
え
て
く
れ
た
。
ひ
た
む
き
に
竹
刀
を
振
っ

て
い
る
う
ち
に
、
次
第
に
心
の
中
の
ざ
わ
め

き
は
消
え
て
い
っ
た
。
そ
し
て
季
節
が
巡
り
、

春
が
訪
れ
る
頃
、
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
出

し
た
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
た
。

 
 

こ
う
し
て
迎
え
た
三
年
生
で
の
九
州
大

会
。
心
は
と
て
も
穏
や
か
だ
っ
た
。
し
か
し
、

自
分
で
も
不
思
議
な
の
だ
が
、
負
け
る
気
が

し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
再
び
全
国
大
会
へ
の

切
符
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 

人
は
そ
の
人
生
に
お
い
て
幾
度
か
の
岐
路

に
立
つ
。
そ
の
状
況
や
形
は
様
々
で
あ
ろ
う

が
、
そ
こ
で
そ
の
局
面
と
ど
う
向
き
合
う
の

か
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
共
通
し
て

い
る
と
思
う
。
そ
れ
は
、
最
大
限
の
努
力
を

し
、
最
善
の
準
備
を
す
る
こ
と
。
決
し
て
守
り

に
入
ら
ず
、
逃
げ
出
さ
ず
、
勇
気
を
持
っ
て
前

を
向
く
こ
と
。
自
分
の
力
で
挑
ん
で
い
く
こ

と
。
自
分
を
信
じ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
支
え
て

く
れ
る
周
囲
の
人
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な
い

こ
と
。

 
 

こ
こ
数
日
、
朝
夕
冷
え
込
む
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
冬
の
足
音
と
と
も
に
、
三
年
生
に

と
っ
て
は
、
「
乾
坤
一
擲
」
ま
さ
に
そ
の
時
が

近
づ
い
て
い
る
。
準
備
は
、
そ
し
て
覚
悟
は
で

き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
心
穏
や
か
に
そ
の
瞬

間
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
一

人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
春
に
、
新
た
な
一
歩

を
力
強
く
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

祈
っ
て
い
る
。

　

11
月
９
日
（
金
）
、
桜
島
溶
岩
道
路
で
第
60

回
桜
島
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
行
わ
れ
た
。

　

当
日
朝
は
、
心
配
さ
れ
た
雨
も
上
が
り
、
桜

島
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し
て
総
合
体
育
館
に
集
合

し
た
生
徒
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
て
ベ
ス
ト
の
結
果
を
出
そ
う
と
そ
れ
ぞ
れ

が
意
気
込
ん
で
い
た
。

　

男
子
は
周
回
コ
ー
ス
を
２
周
し
て
10　

km
、
女

子
は
１
周
の
５
km
を
走
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身

の
限
界
に
挑
戦
し
た
。
走
り
続
け
る
中
で
胸
の

中
に
去
来
し
た
様
々
な
思
い
を
忘
れ
ず
、
今
後

の
人
生
の
困
難
に
も
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

　

上
位
入
賞
者
は
、
次
の
通
り
。

　　

２
年
生
男
子　
　
　
　
　

１
年
生
女
子

１
位　

川
畑　
　

諄　
　

１
位　

佐
藤　

佳
奈

２
位　

富
原　

健
太　
　

２
位　

米
永
日
菜
子

３
位　

平
山　

竜
彬　
　

３
位　

松
本　

七
映

　

２
年
生
女
子　
　
　

１
位　

橋
元　
　

彩

２
位　

黒
木　

咲
花　

３
位　

下
本
地
優
理　

　

１
年
生
男
子　
　
　

１
位　

中
迫　

純
希

２
位　

寶
楽
修
太
郎　

３
位　

有
馬
廉
太
郎

生
徒
会
新
執
行
部
発
足

　

米
澤
浩
希
君
率
い
る
平
成
24
年
度
前
期
生
徒

会
執
行
部
か
ら
後
期
生
徒
会
に
仕
事
が
引
き

継
が
れ
た
。
新
役
員
は
次
の
通
り
。
（
紙
面
の
都

合
に
よ
り
、
新
会
長
・
副
会
長
の
み
紹
介
）

　
　

会　

 

長　
　

水
口
貴
香
子
（
28
Ｒ
）

　
　

副
会
長　
　

重
野　

泰
和
（
28
Ｒ
）

　
　

副
会
長　
　

重
丸　

尚
輝
（
16
Ｒ
）

1 ㊏

2 ㊐

3 月

4 火
卒業考査(４日目）
中間考査(３日目）

5 水

6 木
第5回職員会議
６，７限４５分短縮

7 金 1・２年クラスマッチ

8 ㊏ 悠学講座⑧

9 ㊐

10 月
学年朝会
学校安全の日

11 火 スクールカウンセリング

12 水

13 木

14 金 ダンス発表会

15 ㊏
悠学講座⑨
１年料理講習会

16 ㊐ 郷中ゼミ（本校）

17 月
全校朝会
第６回職員会議　４５分授業

18 火 スクールカウンセリング

19 水

20 木

21 金 大掃除

22 ㊏

23 ㊐ 天皇誕生日

24 ㊊ 振替休日

25 火 冬季悠学講座

26 水 冬季悠学講座

27 木 冬季悠学講座

28 金
冬季悠学講座
実力考査時間割発表

29 ㊏ ３年センタープレ

30 ㊐ ３年センタープレ

31 月

12　　月

卒業考査(３日目）
中間考査(２日目）　　照度検査

通
学
マ
ナ

ー指
導

冬
　
季
　
休
　
業
　
日

　

10
月
24
日
（
水
）
の
午
後
、
宝
山
ホ
ー
ル
で
三

年
生
を
激
励
す
る
会
（
三
激
会
）
が
開
か
れ
た
。

こ
れ
は
、
大
学
入
試
に
向
け
て
熱
心
に
励
ん
で

い
る
３
年
生
の
た
め
に
、
全
校
生
徒
で
芸
術
を

鑑
賞
す
る
機
会
を
設
け
、
１
･
２
年
生
か
ら
メ

ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
や
歌
を
贈
っ
て
激
励
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
東
西
落
語
の
共
演
と
い
う
こ
と

で
、
桃
月
庵
白
酒
さ
ん
（
江
戸
落
語
）
、
桂 

文
三

さ
ん
（
上
方
落
語
）
、
桂
福
団
治
さ
ん
（
上
方
落

語
）
、
鏡
味
正
二
郎
さ
ん
（
太
神
楽
曲
芸
）
の
名

人
芸
を
鑑
賞
し
た
。
桃
月
庵
白
酒
さ
ん
は
、
本

校
の
卒
業
生
で
あ
り
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
も

活
躍
さ
れ
て
い
る
。
寄
席
入
門
を
始
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
芸
の
鑑
賞
中
は
、
会
場
中
に
笑
い
や
感

動
の
声
が
沸
き
起
こ
る
場
面
が
多
々
あ
り
、
３

年
生
に
と
っ
て
、
勝
負
の
冬
に
備
え
て
い
い
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
の
機
会
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。

　

鑑
賞
後
は
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
、

１
・
２
年
生
全
員
で
３
年
生
に
激
励
の
歌
『
風

が
吹
い
て
い
る
』
を
贈
っ
た
。
３
年
生
か
ら
は
、

自
分
の
夢
実
現
に
向
か
っ
て
こ
れ
か
ら
毎
日

の
生
活
を
全
力
で
走
り
抜
け
る
姿
を
見
て
い

て
ほ
し
い
と
い
う
力
強
い
決
意
表
明
が
あ
っ

た
。

　

が
ん
ば
れ
！
３
年
生
。


